
一
　
講
演
の
概
要

《
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
変
え
る
》

政
府
技
術
庁
（G

ovT
ech

）
は
、
政
府
横
断

的
に
ス
マ
ー
ト
国
家
及
び
デ
ジ
タ
ル
政
府
を
実
現

す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
国
家
及
び
デ

ジ
タ
ル
政
府
グ
ル
ー
プ
（SN

D
G

G

）
の
下
に
置

か
れ
た
組
織
で
、
二
〇
一
六
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。政

府
技
術
庁
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
活
用
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
が
充
実
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
（
ス
マ
ー
ト
国
家
）、

そ
し
て
徹
底
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
で
、デ
ー
タ
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
最
大
限
活
用
し
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
を
変
革
し
、
公
務
員

が
十
分
に
貢
献
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

（
デ
ジ
タ
ル
政
府
）
で
す
。

ま
た
、
政
府
技
術
庁
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
官
民

両
セ
ク
タ
ー
の
組
織
と
連
携
し
て
、
ス
マ
ー
ト
国

家
の
発
展
を
リ
ー
ド
し
、
ス
マ
ー
ト
国
家
を
支
え

る
デ
ジ
タ
ル
政
府
を
構
築
す
る
こ
と
で
す
。

《
ス
マ
ー
ト
国
家
＝
デ
ジ
タ
ル
政
府
・
経
済
・
社
会
》

私
た
ち
が
目
指
す
ス
マ
ー
ト
国
家
は
デ
ジ
タ
ル

政
府
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
三
つ

の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
政
府
と

は
、
デ
ジ
タ
ル
を
中
核
に
据
え
た
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
政
策
決
定
や
運
用
に
お
い
て
、
情
報

　令和５年１月27日（金）、シンガポール政府のDX（デジタルトランスフォーメーション）を担う政府技術庁
Government Technology Agency (GovTech) 人材・組織部門より、デズモンド・テオ（Desmond TEO）課長補佐
を招き、「デジタル人材の誘致・育成・定着戦略」をテーマにオンライン講演会を開催しました。本稿ではその概要を紹介
します。

　国際課

人事行政報告

シンガポール政府における
デジタル人材の誘致・育成・定着戦略

令和４年度人事院国際講演会①

を
よ
り
一
層
活
用
す
る
政
府
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
経
済
と
は
、
産
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
効
率
性
を
高
め
、
新
た
な
市
場
、
新
た
な
仕

事
や
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

最
後
に
デ
ジ
タ
ル
社
会
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢

層
の
国
民
が
簡
単
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
ア
ク
セ
ス

し
活
用
で
き
る
社
会
、
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
に
、

世
界
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

《
現
状
の
課
題
：
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
三
つ
の
不
足
》

デ
ジ
タ
ル
人
材
を
採
用
す
る
際
に
、
私
た
ち
が

直
面
し
て
い
る
課
題
は
、
人
数
の
不
足
、
特
定
の

技
術
ス
キ
ル
の
不
足
、
そ
し
て
質
・
能
力
の
不
足

で
す
。
優
秀
な
デ
ジ
タ
ル
人
材
は
常
に
不
足
し
て

デズモンド・テオ 
政府技術庁人材・組織
部門課長補佐
　ジェームズクック大
学シンガポール校にて
心理学の学士号を、シ

ンガポール社会科学大学にて人的資源管理
の修士号を取得。
　シンガポール国立大学病院、シンガポール
国立大学工学部、私立教育機関であるカプラ
ン・シンガポールで人事やキャリア形成を担当。
　2020年、シンガポール政府のDXを担う
政府技術庁（GovTech）に入庁。
　2022年より現職。デジタル人材の早期
発掘、キャリア形成支援を担当。

諸外国におけるデジタル活用
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め
に
、
優
秀
な
人
材
を
ひ
き
つ
け
、
定
着
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
次
の
四
つ
の

人
材
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

《
戦
略
①
人
材
の
発
掘
・
育
成
》

・
省
庁
間
で
連
携
し
、
共
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
、
一
つ
の
デ
ジ
タ
ル
政
府
と
し
て
の
ブ

ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
広
報
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
“Talent H

unting A
s A

 Pack

”（
政

府
一
体
で
の
人
材
発
掘
）
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
す
。

・Facebook, Instagram
, T

elegram
, 

T
ikT

ok, Y
ouT

ube

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
で
政
府
の
存
在
感
を
高
め
ま
し
た
。
今

後
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
増
え
れ
ば
、
さ
ら

に
参
加
す
る
媒
体
を
増
や
す
つ
も
り
で
す
。
優

秀
な
人
材
の
発
掘
の
た
め
、
政
府
は
、
欲
し
い

人
材
の
身
近
に
あ
る
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ

ル
人
材
を
発
掘
す
る
た
め
に
、
技
術
系
の
大
学

教
授
と
の
協
力
関
係
も
強
化
し
ま
し
た
。

・
海
外
で
活
躍
す
る
シ
ニ
ア
技
術
者
層
を
取
り
込

む
た
め
の
専
門
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
誘
致
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

《
戦
略
②
人
材
の
誘
致
・
若
手
の
早
期
囲
い
込
み
》

・
民
間
企
業
で
は
技
術
系
で
も
専
門
領
域
の
違
い

で
様
々
な
賃
金
レ
ベ
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
公
務
に
お
い
て
も
市
場
に
即
し
た
、
競
争

力
の
あ
る
給
与
設
定
と
な
る
よ
う
給
与
を
見
直

し
ま
し
た
。

・
ス
マ
ー
ト
国
家
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
、
優
秀

な
学
生
を
公
務
へ
誘
致
し
て
い
ま
す
。

・
包
括
的
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
新
規
採
用
者
向
け
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、
若
手
の
人
材

へ
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
若
手
の
人
材
は
成
長
機
会
が
十
分
に
あ
る

と
判
断
さ
れ
る
組
織
に
就
職
す
る
傾
向
が
強
い

た
め
、
志
望
者
に
十
分
に
キ
ャ
リ
ア
が
開
発
で

き
る
と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
変
重
要
で
す
。

《
戦
略
③
人
材
開
発
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
》

・
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
候
補
を
確
保
す
る
た
め
に
、

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
た
め
の
人
材
開
発
コ
ー
ス

（
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
三
種
類
）
を
用
意
し
、
開
発
、

運
営
、
政
策
の
各
領
域
で
多
様
な
専
門
性
を
持

つ
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

・
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
人
材
開
発
コ
ー
ス
別
に
最
上

位
職
へ
の
複
数
の
昇
進
ル
ー
ト
を
明
示
し
、
職
員

の
計
画
的
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
特
に
デ
ー
タ
分
析
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
な
ど
需
要
の
高
い
分
野
に
お
い
て
専
門
性
の
高

い
人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
の
た 講演資料より（人事院にて和訳）
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・
�
：
⓴
：
⓾
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
い
て
学
習

機
会
を
提
供
し
、
能
力
開
発
を
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
ま
す
。
職
員
は
、
七
〇
％
は
経
験
・
体
験
（
省

庁
横
断
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
民
間
企
業
へ
の
派
遣

な
ど
）
か
ら
、
二
〇
％
は
他
者
と
の
交
流
（
幹
部

職
員
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
メ
ン
タ
リ
ン
グ
、
人

材
交
流
会
へ
の
参
加
な
ど
）
か
ら
、
最
後
の
一

〇
％
は
公
式
な
学
習
（
認
定
資
格
や
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
参
加
な
ど
）
か
ら
学
び
を
得
ま
す
。

・
全
員
が
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
高
い
成
果
に
つ
な

が
る
能
力
・
行
動
特
性
）
に
よ
る
能
力
開
発
指

標
に
基
づ
い
て
育
成
さ
れ
ま
す
。ス
キ
ル
ギ
ャ
ッ

プ
を
特
定
し
、
一
人
一
人
の
能
力
向
上
を
支
援

す
る
た
め
に
、
一
二
八
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
、

一
一
の
業
務
、
四
二
の
職
種
を
カ
バ
ー
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
職
員
の
今
の
レ
ベ
ル
が
課
長

補
佐
級
の
レ
ベ
ル
１
の
場
合
、
レ
ベ
ル
２
を
目

指
す
に
は
、
ど
の
よ
う
な
能
力
が
必
要
か
と
い

う
情
報
を
基
に
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

《
戦
略
④
人
材
の
定
着
・
後
継
者
育
成
計
画
》

・
全
て
の
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
が
チ
ー

ム
メ
ン
バ
ー
と
の
定
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
面
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

・
業
績
に
応
じ
た
適
切
な
報
奨
が
与
え
ら
れ
る
風

土
・
文
化
を
育
て
、
適
切
に
評
価
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
組
織
内
外
へ
発
信
し
て
い
ま
す
。

・
二
年
に
一
度
、
後
継
者
育
成
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
将
来
必
要
な
人
材
や
、
専
門
知

識
を
半
年
又
は
一
年
ご
と
に
予
測
し
ま
す
。次
に
、

組
織
内
の
現
状
、
該
当
者
の
有
無
を
把
握
し
ま

す
。LinkedIn

の
イ
ン
サ
イ
ト
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
タ
レ
ン
ト
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
、
ど

の
部
署
に
ど
う
い
っ
た
人
材
が
い
る
か
を
把
握
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
情
報
と
様
々
な
レ
ポ
ー
ト

を
基
に
、
人
材
の
優
先
順
位
を
つ
け
、
育
成
計

画
（
又
は
採
用
計
画
）
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

二
　
主
な
質
疑
応
答

《
内
部
人
材
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
》

職
員
が
ど
の
よ
う
な
技
能
を
持
っ
て
い
る
か
を

定
期
的
に
評
価
し
、
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
キ
ル
セ
ッ
ト
や
レ
ベ
ル
の
向
上
に
は
、

研
修
だ
け
で
な
く
、
民
間
出
身
の
職
員
と
公
務
出

身
の
職
員
が
共
に
働
き
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
交
換
す
る

機
会
を
設
け
る
こ
と
も
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
デ
ジ
タ
ル
や
デ
ー
タ
活
用
に
詳
し
い
人
と
詳
し

く
な
い
人
の
格
差
の
解
消
方
法
》

私
た
ち
は
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
と
い
う
原
則

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
公
務
員
に
対
し
て
も

同
じ
で
す
。T

eam
s

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
使
用
方
法
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

関
係
の
デ
ー
タ
、
設
備
関
係
の
デ
ー
タ
、
人
事
関

係
の
デ
ー
タ
の
分
析
方
法
な
ど
様
々
な
業
務
に
必

要
な
知
識
を
職
員
が
学
べ
る
よ
う
に
、
職
員
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、ニ
ー
ズ
を
理
解
し
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら
大
学
や
教
育
機

関
と
も
連
携
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
研
修
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

《
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
省
庁
・
部
局
間
で
の
奪
い
合
い
》

各
省
庁
の
間
で
人
材
獲
得
競
争
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、

連
帯
し
て
一
つ
の
政
府
と
し
て
の
採
用
を
行
っ
て

い
ま
す
。ま
ず
理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、

各
省
庁
が
直
面
す
る
最
大
の
課
題
は
、
人
材
の
採

用
自
体
が
厳
し
い
こ
と
で
す
。
一
つ
の
政
府
と
し

て
協
力
す
る
に
は
調
整
も
必
要
で
、
時
間
は
か
か

り
ま
す
が
、
省
庁
間
で
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
大
事
に
し
て
い
る
価
値
観
に
、「
早

く
行
き
た
い
の
な
ら
ば
一
人
で
走
れ
ば
い
い
が
、

遠
く
へ
行
き
た
い
の
な
ら
ば
、
一
緒
に
手
を
つ
な

い
で
歩
い
て
行
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
よ
り
遠
く
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
協
力
が
可
能
な
の
で
す
。

《
民
間
企
業
と
の
給
与
差
へ
の
対
応
方
法
》

非
常
に
重
要
な
役
割
・
役
職
に
採
用
す
る
場
合
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や
、
優
秀
な
人
材
の
供
給
量
が
少
な
く
競
争
が
激

し
い
場
合
に
は
、
一
定
の
条
件
は
あ
る
も
の
の
、

追
加
で
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

給
与
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
市
場
を
大

き
く
上
回
る
水
準
で
は
設
定
し
ま
せ
ん
。
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
か
ら
の
情
報
も
得
て
、
私
た
ち
が

基
準
と
し
た
い
企
業
の
給
与
水
準
の
幅
を
確
認

し
、
平
均
か
、
平
均
を
少
し
上
回
る
給
与
水
準
を

公
務
の
基
準
に
採
用
し
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
個
々
人
に
応
じ
た
手
当
を
上
乗
せ
し
て
い

ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
公
益
の

た
め
」
を
第
一
原
則
に
し
て
い
ま
す
。
国
民
の
生

活
を
よ
り
良
く
す
る
の
が
公
務
の
目
的
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
技
術
な
の
で
す
。

《
中
途
採
用
し
た
職
員
を
受
け
入
れ
る
際
に
組
織

へ
の
適
応
を
促
す
た
め
の
工
夫
》

人
事
担
当
部
署
と
し
て
、
私
た
ち
が
最
も
力
を

注
い
で
い
る
の
が
文
化
や
風
土
の
醸
成
で
す
。

中
途
採
用
者
を
受
け
入
れ
る
場
合
は
、
組
織
レ

ベ
ル
で
の
み
融
合
を
図
る
の
で
は
な
く
、
チ
ー
ム

レ
ベ
ル
で
う
ま
く
協
力
し
合
え
る
よ
う
、
工
夫
し

て
い
ま
す
。チ
ー
ム
内
で
多
様
性
を
理
解
し
合
い
、

民
間
出
身
で
あ
れ
、
公
務
出
身
で
あ
れ
、
意
識
的

に
お
互
い
に
活
躍
の
機
会
を
与
え
、
一
緒
に
物
事

を
行
う
よ
う
教
育
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
失
敗

し
て
も
良
い
、
安
全
だ
よ
、
と
伝
え
る
こ
と
も
と

て
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
採
用
す
る
職
員
が
次
の
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
に

合
致
す
る
、
機
敏
で
（agile

）
大
胆
で
（bold

）

協
力
的
な
（collaborative

）
な
人
材
で
あ
る

こ
と
も
重
要
で
す
。

《
公
務
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
手
法
》

私
た
ち
は
、
公
務
員
自
身
が
自
分
た
ち
を
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
新
規
採
用
者
に
は
、
採
用
初
日
に

LinkedIn

に
経
歴
を
載
せ
、
実
際
に
携
わ
っ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
開
示
す
る
よ
う
に
伝
え

て
い
ま
す
。
業
務
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
素
晴
ら
し

い
出
来
事
が
あ
っ
た
と
き
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
掲
載

し
、
経
験
を
共
有
す
る
よ
う
に
促
し
て
い
ま
す
。

《
離
職
し
た
者
を
再
雇
用
に
つ
な
げ
る
工
夫
》

公
務
を
辞
め
た
離
職
者
と
も
、
オ
ー
プ
ン
マ
イ

ン
ド
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来

月
か
ら
は
離
職
者
同
士
を
つ
な
げ
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
離
職
者
の
情
報
・
状
況

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
り
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
い
た
り
、
各
省
庁
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
情

報
提
供
し
た
り
す
る
予
定
で
す
。
離
職
者
に
公
務

へ
戻
り
た
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、私
た
ち
が
サ
ポ
ー

ト
し
、再
雇
用
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
　
ま
と
め

今
回
の
講
演
で
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、
デ
ー
タ
や
理
論
に
よ

る
人
材
育
成
・
管
理
な
ど
、
柔
軟
で
機
動
的
な
政

府
一
丸
と
な
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
取
組
を

多
数
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。国
内
だ
け
で
な
く
、

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
関
心
も
高
く
、
四
〇
〇
人
以

上
の
視
聴
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
国
際
講

演
会
が
各
国
の
知
見
を
学
び
合
う
機
会
と
な
る
よ

う
、
テ
ー
マ
や
講
演
者
の
発
掘
に
力
を
注
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。
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